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ご あ い さ つ

本号の特集は「アート」です。美学・芸術学が専門の吉岡洋先生が企画し、香港で活躍するアーティストへのイン
タビューを含め、多様な分野で活躍するアーティストの現在が浮かび上がるユニークな特集号です。人は、1枚の絵、
1つの塑像にこころを動かされ、その作品に出会うために遠くまで旅をすることがあります。 1つのアート作品
との一度の出会いが、深く記憶に刻みこまれることもあります。そのパワーは何なのか、こころの科学研究がかな
り進んできた今も、アートのもつ影響力はなぞに満ちています。古代の壁画修復に携わっている専門家の方から、「古
代の人たちのアート技法にはとんでもなくすごいものがあり、それを今の芸術家がまねようとしても再現できない」
と聞いたことがあります。現代のアーティストの作品や活動から、私たちは後世の人たちが「とんでもない」と感
じる何かを読み取ることができるでしょうか。アート進行形。
　　2017年 7 月　	 京都大学こころの未来研究センター長　𠮷川左紀子
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芸術はそもそも知に抵抗する本質を持つが、そこを無理やり知ろうと試みる
のが芸術研究である。したがって、それは必ず失敗する。けれどもそこには
つまらない失敗と面白い失敗とがあり、後者を目指すのが正しい芸術研究で
あると言える。（吉岡　洋）

吉岡先生にすっかりお任せ状態だったが、画期的な号になったと思う。個人
的には商店街などアートと地域・社会との関わりに関心があり、また日本の
マンガの哲学的な深さにはインパクトを受けることが多い（最近では星野之
宣など）。海外を見るとアートや文化の公共政策も重要だ。（広井良典）

認知機能障害の原因となる脳損傷を経て、突如として絵画をはじめとする芸
術的才能を発揮した、とする事例が少なからず報告されている。本特集号の
テーマである「アート」に関わるこころのはたらきは（少なくとも一部の側
面や事例においては）、ある種独特な性質を持つのだろう。（阿部修士）

今号は、まさにアート一色であるが、アートと言っても一様ではなく、芸術
家、美術研究者、異分野の研究者など、立場が異なればアートの見え方（見
せ方）も多種多様であると、改めて気づかされる号となった。（熊谷誠慈）

本号の刺激的なインタビューや論考によって、アートは五感を悦ばすだけで
なく、いかに哲学的な行為であるかに気づかされた。アートと社会との関わ
りというテーマも今日的で、しかも本質的だ。ここからどんな世界が展開さ
れていくのか、興味は尽きない。（原　章）


